
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  家事費と必要経費の区分 

Ｑ：私は、個人事業を営んでいるものです

が、家事費と必要経費はどのように区分した

らいいのですか？  

 

Ａ：定められた方法はありませんので、合

理的な方法で区分してください。 

【解説】 

個人事業者の場合、自宅と事業所が同じと

いうことも多く、支払った費用が必要経費に

なるのか家事費になるのか判断に迷うことが

あると思います。また、費用のうち全部は必

要経費にならないけど一部は必要経費になる

ということもあるでしょう。そんなときの取

り扱いをまとめてみましょう。 

①  対象となる費用 

建物の固定資産税、火災保険料、電気代、水

道代、ガス代、電話代、自動車のガソリン代

など 

②  必要経費となる場合 

家事費と必要経費が混然としている場合は、

事業に使っている部分の面積割合とか、使用

割合使用頻度など合理的と思われる方法で

家事費と事業部分の費用を分けることによ

って、その事業部分の費用を必要経費とする

ことができます。 

③  必要経費とならない場合 

家事費と事業部分の区分ができないものは、

原則として、必要経費にはできません。 

税務では、家事費と必要経費を区分する合

理的な方法というのは、特に定められていま

せんので、合理的と認められる方法で区分す

ればそれが認められることになります。 
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